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蒸気火輪船之図（大垣市蔵）

背景：明治初年の大垣城（『戸田氏鉄公』所収 大垣市立図書館蔵）

和宮様御移転御門出御入輿御行列略図（大垣市蔵）

異国船渡来ニ付御用人足御請状之事

（大垣市立図書館蔵）

御警衛御用役割帳

（大垣市立図書館蔵）

小原鉄心

（大垣市立図書館蔵）
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ところ 大垣市奥の細道むすびの地記念館

１階　企画展示室

令和4年 167 ～ 288土 日

開館時間 9：00～17：00

〒503-0923 岐阜県大垣市船町2丁目26番地1　TEL 0584-84-8430

主催／大垣市・大垣市教育委員会
問い合わせ先／文化振興課 〒503-8 6 01 岐阜県大垣市丸の内2丁目29番地
TEL 0584-47-8067（直通） FAX 0584-81-0715   http://www.city.ogaki.lg.jp/

奥の細道むすびの地記念館ホームページアドレス http://www.basho-ogaki.jp/
■新型コロナウイルスの感染防止のため、中止や変更となる場合があります。
　奥の細道むすびの地記念館ホームページで、最新の開館状況をご確認の上、お出かけください。

大垣市奥の細道むすびの地記念館

  ―  法務省  人権啓発キャッチコピー  ―

「誰か」のこと じゃない。
（「東京2020公認  人権啓発キャッチコピーコンテスト」最優秀作品）

8/21（日）14：00～15：30

■ 講 師：宮間 純一 氏　（中央大学教授） 

定員70名
受講料無料

小原鉄心の
　　　明治維新

企画展関連講座
〈記念館 多目的室1〉

要 事 前 申 込 み
6月15日（水）～

いずれも14：00～　30分程度

〈企画展示室〉

ギャラリートーク
（学芸員による企画展示解説）

7/17（日）・7/24（日）

8/14（日）・8/28（日）

参加費無料
（ただし、入館料は必要）

事前申込み不要

記念館HP



企画展関連講座

日 程

テ ー マ

講 師

場 所

定員・受講料

申込み方法

問い合わせ先

申込用紙に必要事項を記入して、文化振興課へ郵送・持参・FAXまたは
奥の細道むすびの地記念館ホームページ（http://www.basho-ogaki.jp/）より
〒503-8601 岐阜県大垣市丸の内2-29 大垣市教育委員会 文化振興課
TEL 0584-47-8067(直通)　FAX 0584-81-0715

大垣市奥の細道むすびの地記念館 2階 多目的室1（岐阜県大垣市船町2-26-1）

70名　　　無 料 　　　

宮間  純一 氏 （中央大学教授）

小原鉄心の明治維新

8月21日（日）　14：00～15：30

展示品

・天保15年10月7日付鱸松塘宛梁川星巌書簡（『星巌先生尺牘』のうち 当館蔵）

・慶応4年5月7日付市川少蔵宛小原鉄心書簡（『鉄心書翰聚』下巻のうち 当館蔵）

・小原鉄心筆 七言絶句「京城兵氣始銷時」（当館蔵）

・菱田海鷗筆 七言絶句「苦学欲酬君父恩」（当館蔵）

・異国船渡来ニ付御用人足御請状之事（大垣市立図書館蔵）

・嘉永7年正月14日付市川少蔵宛小原鉄心書簡（『鉄心書翰聚』上巻のうち 当館蔵）

・小原鉄心筆 五言絶句「治要在理財」（当館蔵）

・小原鉄心筆 七言絶句「路到磨鍼感忽生」（当館蔵）

・井田澹泊建白書写（大垣市立図書館蔵）

・御冥加上金村々取調帳（大垣市立図書館蔵）            ほか

背景：海陸御固御場所附（部分 大垣市蔵）

嘉永7年正月14日付市川少蔵宛小原鉄心書簡（『鉄心書翰聚』上巻のうち 当館蔵）

※詳細は奥の細道むすびの地記念館ホームページ等でお知らせします。

住 所

電話・FAX番号

名 前

電話

・申込書の個人情報は、適切に管理し、本事業以外の目的には一切使用しません。　・申込受付の確認については連絡しません。当日、会場にお越しください。
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止や変更となる場合があります。 ・会場整理のため、欠席の場合、できるだけ前日までにご連絡ください。【注意事項】

FAX

奥の細道むすびの地記念館 企画展関連講座

FAX
0584-81-0715
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小原鉄心の明治維新小原鉄心の明治維新

記念館HP


